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自動車製造の分野において、 プリンティングは部品数と製品の開発期間を劇的に減少させました。

その結果、自動車メーカーは在庫を減らして、設備費用を削減することが可能となっています。

ヘルスケアの分野では、 プリンティングによって、カスタマイズされたガイド、ツール、移植による

新しい種類の手術が実施可能になりつつあります。

プリンティングは、従来の製造業に比べて環境面でもプラスの効果をもたらすとみられます。

これまでのところ、 プリンティングを利用する企業の方が、 プリンティング機器メーカーよりも

恩恵を受けています。今後は、データ・フィードバック・ループがこのダイナミズムを変える可能性が

あります。

のリサーチによると、 プリンティングの売上は今後 年間で年率 ％程度拡大して、現在の

約 億米ドルから 年には 億米ドルに達する可能性があります。

数値は四捨五入しています。
出所
予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありませ
ん。
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プリンティングの発展によって未踏の領域に入った自動車生産

の部品→一体成型

報じられているところによると、テスラは自動車は プリント砂型を用いた自動車のアンダーボディ製造を試しており、これにより の部品を つ

の部品に置き換えることができ、自動車の開発期間と金型設計の検証コストをそれぞれ ％、 ％削減することができます。 プリンティングは、

あらゆる自動車生産において役割を果たす可能性があります。
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画像は より 出所： のデータに基づいています 予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有
価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。
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さまざまな手術において、 プリンターで作成された器具、サージカル

ガイド、モデルは、手術の精度と結果に基づいて算定されるパフォーマ

ンスを約 ～ ％向上させ、手術時間を平均で ％程度短縮しました。

医療の進歩に寄与する プリンティング

は、ドナーが特定されてから 時間未満で、世界初の

眼球移植に使用される極めて重要な手術用器具およびサージカ

ルガイドを プリントしました。血液供給が絶たれたドナー組織を

保存するには、手術までのスピードが重要です。

術中に プリントされたツール、ガイド、モデルが

時間を短縮し、精度を向上

注： プリンターで作成されたサージカルガイド、および事前計画段階でのモデルによってもたらされる時間短縮と精度の改善。
棒グラフは、 、他（ 年）および 、他（ 年）による、平均的な時間とパフォーマンスの改善値。各サンプ
ルは 。細線は標準誤差。上記の分析は医療分野全般にわたって行なわれましたが、口腔顎顔面外科手術と筋骨格系学の
例が多くありました。
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出所 による上記分析は、 他（ 年）、 他（ 年）、 （ 年）を含む様々な基礎データソースに基づいています（ 年 月 日時点） 。当該データソース等については、請
求に応じて提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも
将来の成果を示唆するものではありません。
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は、「 」のエンジン「ラプター」の部品を作るために毎日 プリントを使用しています。現在、 の打上げや衛星部門の営業

利益はどの プリンティングサプライヤーよりも優れています。 プリンティングの恩恵を受けている産業の企業は、垂直統合して競争優位性を

維持することができます。

これまでのところ、 プリンティングはサプライヤーよりもユーザーに恩恵をもたらし
ている

と

年の予測（単位：千） 基のラプター・エンジンを搭載した の
ブースター「スーパーヘビー」：

はサポートレス造形機能を持ち合わせたパウダーベッドフュージョン方式に特化した プリンターメーカーです。 出所： データに基づいています のヘビーブースタ
の画僧の出所は です。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成
果を示唆するものではありません。
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ソフトウェア制御の プリンターにより、
プリンターメーカーの経済価値獲得力が
再び高まる可能性

センサーが搭載された プリンターを使用することで、 プリンティ

ング機器メーカーは、顧客のプリントジョブからデータを収集し、無線

通信のソフトウェアアップデートによって現場のプリンター機器を

改善することができます。このデータフィードバックループにより、

プリンティング企業は現在よりも多くの経済価値を獲得することがで

きる可能性があります。

企業はデータの共有に消極的かもしれませんが、 を活用した製造

ソリューションは、 プリンティング機器メーカーやその顧客にとって

より良い結果を生み出すとみられます。

：利払い・税引き・償却前利益 出所 のデータに基づいています） 予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助
言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果を示唆するものではありません。

顧客プリンターのセンサーからの
リアルタイム印刷データ：
幾何学
温度
湿気

プリンターメーカーに送信

無線通信のアップデート
によって各プリントを改善

利益構造

プリンティングメーカー 成熟した機器メーカー
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プリンティングの売上は 年までに年率約 ％成長して 億米ドルに
なる可能性

（
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）

プリンティングの売上予測

数値は四捨五入しています。出所： による上記分析は 年 月 日時点の外部ソースによる様々な基礎データに基づいています。当該データ等については、請求に応じて
提供可能な場合があります。予想は本質的に限界があり、依拠することはできません。 上記は情報提供のみを目的としており、投資助言または特定の有価証券の売買・保有推奨とみなされるべきではありません。 過去の実績は必ずしも将来の成果
を示唆するものではありません。
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業種別売上高

プリンティングを利用する一部の業種
（直近 ヵ月 年 月 日時点）

企業の例
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